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自活性土壌線虫の分離と措養および遺伝学の試み

江村忠秀1)，大野美紀1)，樫尾啓介1)，三輪さっき2)，長谷川浩一2，3)，三輪錠司 1.2) 

1) rll部人汀句必!日生物学吊i れ 'Ir{';ll大学生物機能開尭研究所 "'江師大学J、学院由学附究科

要旨

中部大学キ吋ンパス内の 1壊からベールマン世を川いて向活性 u翼幅l虫を分離し l 大腸磁を餌
にして地費をおこなった ライン化して野生型YS-22211を確立した(以下YSと略す) 雌雄同体と

雄の2つの性があり ふだんは雌雄同体のみで則殖するが まれに雄があらわれた 推と交配する

と雌雄同体から産まれる次世代は。およそ 1: 1の性比で雌雄InJ体と雄が出現した 産卵数}成長

および舟命の;It測をおこな ったところ いlじ内部門 l機線虫で生物学のモデルである
Cae即 rhabditisele.伊町と比べて体のサイスは小さく 発生述度も遅かった 産卵散乱少なくぱらつ

きが大きかったものの 平均舟命は長かった つぎに 突然宜奨誘発剤によるま拠体の分雌を試

みたと ころ 体のサイズがk短い (dumpy ) 変~~ f+ を 2 同組分離した ひとつは サイスがk短い

ものの消化器系および生舶系は野生型とかわらず。小さな組出体内に各器官が圧縮された状態で

あった もうひとつのものは 消化出系および生殖系など全てが短くなっていた 山古は巽なる

遺伝子の空挺によって生じた表現型であると孟唆された

1 はじめに

組形動物1"1(Phylum Nematoda)はやく30の

動物Ir'lからなる真正怯生動物車排(Eumelazoa)

のうち 的体腔矧 (Pseudocoelomala)に臨する

動物門の一つである(向Llr.2000) この組虫

と11手ばれている{IJ却はすべて 前後 1r.右 .'r'-'i 
胞の3軸からなる筒状の蛇秘形態をし 背IJU方

向に蛇行しながら動くといった お互いに極め

てlJ'i似した形態をしているものの 動物寄.ttl

(animal parasitic)のものもいれば 植物哨生性

(planl parasitic)のもの さらには白rliII 泊料

(自活性 free 1iving)のものもおり。広範同に

わたる古性輔々な生活性をもっ たとえば

ヒトの小脳に寄生する回!hAscaris/umbicoides 

や ハマダラ蚊Amothelesgambiael二よって伝

捕され ヒトのリンパ特に'!.i'1するブイラリア

Brugia malayiなどは。アフリカ立どの克展途

上国を中心に 呪在でも散百万人胤般の感染

克病が起こっており医学Jc.m嬰な課題と立って

L、るばかりではなく 当諸凶の経済的発IJ(を妨

げる止さな嬰囚ともなっている また ネコブ

センチュウMeloid.勾D'neincog"ila ネグサレセ

〆チュウPratylenchustenetrans マツノザイセ

ンチュウBursathelenchusxylothilusとL、った

股林作物柑存在おこす拙物寄生性線虫も重曹な

耐i!}rtIとして tttW rjlで!日IJ岨とな っている
(Nematode Net. hUp:! !nematodc.net!) 

← Jj 白rll'l活何組虫は u具有機物を食べ
たり 細菌もしくは糸状r~ を食べたりすること

で食物連鎖のほ辺を担う 生態学上頂裂な働き

を担ってはいるものの上述した助植物寄生甘糾

Ulと比べても}山味な存在である この白山生活

性線!1~の frl iJlIIのうち 現有の生物学においてひ

ときわ.TcJliなモデル{f:.!拘となっているものがい
る Caenorhabditis elegans (セノラプデイテ

スエレガンス 以下 i エレガンスと略す)であ

る Sydney Brennerが発生および行動のモデ

ル世物として遺伝学を附尭して以来(Brenner

1974) 型宇などのぷ礎研究分貯から医学 弟

子 段下などの出川研究分野まで瓜く利!刊され

ている 里11由としては ヱレガンスが U1frjlを
すみかとし 11)紺l菌を食して自力で生活して

l、る線虫であり 世界中どこにでもみられるiはも

持i量的な UJI線虫であること (2) また。 !1~

体は5f古から50f計純度の実体関関鏡ドで嘗易に

観察することができること (3)実験に必聖!



12 -i l 村忠秀大野見紀開l~ff1ヤ ゴ植さっき JHら川部 三輪錠IIJ

でない場合は-196Tの液体増京で生きたまま

永久叫e結保存できるので 特別維持1~や時n\l ñ\

t、ちじるしく少な くすむこと は)ヱレガン

スは臼家畳間して繁殖するので!組の生殖細胞

に生じた宜1では貫性$'Wでも支配などの人均的

拠fj，を加えずにF2世代においてホモ様合体と

して分離し変異形買が占引される このため

I'I慨にホモ変異体が得られ ホモ変~'Hらから同

nの遺伝子砲を也った悩{与をたAやすく)dilに仰
ることもできること 。 (5)畳間から成体に主

るまでの紺11也系 n~および知世過料での側々の制11

胞の分裂 行動が完全にiりlらかにされているこ

となど 遺伝学的 形態学的胤架や与喰を行う

1:.で多くの利点を備えていることが挙げられる

(三輪 19部a.b) 

今阿 If'部大字情内のよJJlより軒胤なFI活性

上根組1tを分離し そのP"~~世 (brood si四ト

成員速度 (growthrate) およびl~命 Oifespan) 

を目1測した さらに 突然量:旧日常時削により変

間体を作出し 遺伝学の1m弛を試みた 本報告
は 中部xti5同生物学部三輪研究室でおこなわ
れた2加4年度卒業議文(iI村太肝障尼によ

る 包1)印刷)の一部を保川し 加軍陣11ーした

もので"る

2 材料と方法

2-1 自活性土場線虫YS-22211

2004'f-3円 111郡大学=:liliメモリアルホール

(1) ( 2 ) 

ろ切り隙す

しJ

!司辺の土IJ!n.ら筒Mベールマン訟を問いて自活
刊I)Jl組出を分離した キ'¥.''jプっき500mlペ

ッ1.'"トルのvfi部をカ ソターナイフで分離し

それを逆さまにすることで両レド とした ろ

紙を制 lにセットし u且をいれてト分不で;担
らせたのち 水分の必見をwぐためにサランラ
yプで躍ってから t世帯描で欣ぼした 翌R

u庫とともにろ紙を取り除き 制ムlの低に沈ん
だ総出をパスソ ルピペッ トで[/:11収した(閃I)

l叶収した線山政削を エレガンスの府盤法に従

って大ijlJ(iiEscherichiacofi OP50を問にNGM

(nematode growth medium) mJ由(島谷111&三
輪 2004.)で地聾した NGMJB地で正常に刷

制した線虫のうちのひとつをYS-2とした さら

に 刷殖したy~泣から l 必ずつ 1 0顕在選び別々

に戸'Ti~I' させ 産卵教の一昨多かったものを選ぶ

という手順を 4阿繰り返してライン化した /il 

料的にωられたものをY与22211(以下 YSと
附す)とし これを野生保捌型(以 F野ゴ体)
として主験に供した 以 Fの実験はrべて20T
にておこなった

2-2 産卵数，成長， 帯命の測定

YSの産卵粒成長およひソF命ぽ Hasegawa

.， al. (2004)の}j訟に噌じておこなった.耳命

に附しては 通常のNGM附地以外に DNA合

成~[ L~I;'刑である Fluorodeoxyuridine (FUdR)を

m地に浪合したものをfj成し (FUdR培地).LI 
( 3 ) 

ろ紙 土壌サンプル

+水

図1 簡易ペルマン出

(1) 5剖 mlぺッ トボトルのvJi却をカ yタ ナイフで切り肉質す (2) それを逆さまにす ること明ì\~，[とし ろ紙をセ
ットする (3)ろ紙の 1:1ニ1:111サンプルをいれ ぶでl分泌らせたのちにサランラップで削ってから-1提唱温で政
附する べyトボトル舎大き〈することで 大111のi棋を州うこと t"1能である



単幼J止虫lもし<1は孟L2妥N幼Jn虫1，の時点均か、らl'司'UdR即ミりJ
t崎古控 t ることで次 l性世l~代が，世七まれない状態にして

百 t~111 した

2-3.突然変異体回分限

突然変兜訴発剤Elhylmclhancsulfonale 

(EMS)を附いた変異体作製Ji法によって(長持
111 &三輸 2叩4.) 形態にy(常をきたした突然

変拠体を分離した 宜y(体分離陣。目的遺伝子

以外のゲノム上に生じた宮拠を除去するため

に 野生体の雄と2Inl"'/ククロスをおこなっ

て阿収した変!J~体をライン化し主験をおこな っ

A・

:ュ"
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た 変異の遺伝、特廿を訓べるため 針生体とう町

然変同体と支配させ 1'1および1'2個体におけ

る蛮現型の/MIJ:tを昨mし x'検定により統計
処聞をおこなった

3.結果と考曹

3.1. YS線虫([)形態的特融

エレガンスのhHiJi法であるNGM絹地とk

t時的E.coU 0町Oで YSをmN-tることができ
た l 旋'1・で'Ufする白的性線虫は U腔部ぞ
世泊の形状から酬lii世刊 (bacteriovorous) 糸

状閣官性 (fungivorous)，州ft刊;(predadous)。

図2 分降した"活性 UiI総出YSおよびエレガンス N2株のノマルスキー微分干渉顕微鏡惚 A.YS雌雄!日l体成
!hの全体1陸路門を墳に U字引のJU前制胞がl前後lこJJ(I甘する 子宮は小さ く 受納卵はふつヲIIif後2つ
ずつしか叫帥されず 州惜形成が始まる前に尚卵される s. YS雌成!.1~のt体憎 雌雌111]f相誕!;I!よりもひ
とまわり小さく q刷出刊は総俳油LIからyJiに，1刊 って l本伸びている J~部には~I.に時間IIJな '1刷出
Tlをもっ c.YSMt成!hのIU~で図ß(1) f宇部分 ~ lti ，k 1)， I'ICの J.(\ }~ を組出体ん酬占1Mにずらすことで

9'ドの尾市時世主起の配也が岡県できる E 胞聞からみたエレガンスt世，Jω(0)出品 YSli:iJ憾に911の1..，'Al
感覚突起と10興が比られる スケールパ A.sI1100，dl1. C. D. Eは20pm
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および雑世性 (omnivorous)にわけることがで

きる(石締 20031.YSのぱあい 口際部はヱ

レガンスと同じ筒状で 容易に細菌世性である

ことがわかった YSの雌雄同体個体は自前で

附子および卵子をつくるので 交唱をするこ と

なく自家受納をおこなうことで二倍体の次世代

が産みだされる Aphelenchidaに属する耐食性

組虫Athclenchusavenaeは。相子をつくらず雌

のみで単為生舶をおこなう このlji為生殖棉虫

A. avenaeのぱあい産卵直接の卵にはliiJ肢が

ひとつしか，'.n現しないまま側{与党生がおこなわ
れるが YSでは2つの前岐が出脱し 融合を経

たのち個体克生がはじまる(長谷川&三輪 未

発表データ) これは 相子と卵の2つの配偶

子融合(つまり受精)と それによる二倍体化

がおこなわれ?個体発生がおこなわれたことを

意味する また雌雌同体と雄の性が存在し

ふだんは雌雄同体が自前円相子と卵による自家

受精のもとで地舶をおこなうが l ごくまれに雄

が出現して雌雄同体と克尾をおこなう ことがで

きる(図21 宮尾をして雄からの相子を供給さ

れた雌雄同体は十およそ 1: 1の訓告で雌雄同

体と雄を産む エレガンスにおいて雌雄同体は

'ìi~染色体を 5対世染色体を l対 f5AA+XXI 持

つが ごくまれに配偶子形成時に染色体不分離

が生じ}性染色体を持たない配偶子{相子 も

しくは卵子)が出現する この配偶子と正日な

配偶子との受納によ って性染色体を 1つ

f5AA+XOIしか持たない個体が出現し!これ

が雄となる (Meyer，1997). YSの染色体散の確

認はしていないが 性染色体精成は雌雄阿体

XX 雄XOであると予測している

Rhabditida (料線1l目)は形態的特徴が少在

く 悼の分類 同定には特別な知識と岐術を要

する傾の分知阿定をする際には雌の生殖

詩官である尾翼あるいは吏尾事 kaudalalae 

bursaもしくはfan)~吏按刺 (spiculel の形状。

尾市l感覚突起{caudalpapillaeまたはsen田町四，yl

の匝日'Jが指棋となる (Fitchand Emmons， 1995 

Sudhaus and Fitch. 2001) 尼ð1)~~1l突起には神

経がとおっており 主尾をするときに尾輿を広

げて雌あるいは雌雄同体の除門位iEを走丙する

役削を県たす雌あるいは雌雄1，1体の陰["Jの位
世を陣泌した雄は交筋k'Jを雌問調叩二差し込んで
制子を[1人する(Liuand Stemberg， 1995) エ

レガンス同憾に YS/lIには 9対の感t~突起があ

るが 第I1昨日の感覚突起が他よりも離れたと
ころに位置l. ff:輿も小さいことからも(図21

Ca開 orhabditis防ではなL、と考えられた

3-2 成長，産卵数および寿命

20'Cで削が|分にある条1'1下で YS雌雄同

体の産iJ~数および成長速度を測定した 問調哨

聾怯24時川たったときを I日固としたと ころ

4日Hに産卵が始まり 7日目に産卵が終了した

このころから体長が短くなっていき 死亡する

例iふも/1¥てきた表 lに産卵散凶3に成長1111

線図4に舟命1111線を示したが表lの1B 1'1 

表1 20'Cにおける YSの産卵散 (N ~ lOl

IH日 2日目 31l目 4日目 別

i'Ti iJ~数3s士 16.8 41::!::1丘254土16.955::1::15.3 187:t52.1 

平均
1000 

τ ...... 

/ 
、市

/ ー

-----
一一 一

800 

E 600 
岨
絵 400

200 

o 
2 3 4 5 67  
日数

回3 20"<:で培躍したときのYSの成民曲線で 平均

体長と師栂1偏aを示した !日目 193士14.3
!Im (N=45) : 2日f:f.271土16.4!1m (N=4S)。
38t1.407土34.3μm(N=45l : 4日目 638::t
58.1μm (N=45) : 5F1日 850土62.5μm(N=
451; 6日目 888士58 .8μm (N~451 :711日

752土50μm(N=4S) 

100 

80 
-.，百ii，~

晶 .-Control

.ヘ¥『 、、K ーL1+FUdR-
ー←L2+FUdR

a・、¥ 司

ヘヘ ¥''-. 
hbhh・-. 

田

崎

(渓
)
M

W

祉
制

20 

01 4 7 10 13 16 19 22
T25 -28 31 --34 

日盟

国 4 20'Cにおける刊の舟命111僻 平均カ命および

昨準{固有:はConlrol.14.4土5.5(N=36) : L1 + 
FUdR， 22.9土5.7( N ~77); L2+FUdR. 17.5 
土5.4( N~34 ) 



および4R1'1は 図3と凶4の4111'1および7日日

に制当する YS雌雄同体の席卵監は合Jt187:t

52.1 (N~ lO)と 告なく 倒仲川のばらつきもか

なりあった(輩動脈散.27.9%) 雌雄l司体制r+
Q)生殖細胞は 例えばヱレガンスの尉合 i 尭'1:.

1'1断の途中でまず柑子へと分化し 以陸は卵町

制胞を作りつづける(長谷111&三輸 2004b) 

したがって 雌雌同体制体が雄との克尽をする

こと立く 産む卵の融は 。 I~Iij布町制子の散によっ

て制限されている YSの地合も同じであると

唱えられ 精子を使いwたしたあとは卵殻で櫨
われていない米畳開卵を盛んでL、るのを確認し

た また。ヱレガンスには， IIiJ紐でありながら

性慣が興なる株がおよそ30f.li存在する そのほ

とんどの障はBristol掠 (通称N2株と岬祢し 世

WJt通標準樟 本報でも以 F.N2と略悼する)

とほぼ同じ産卵教であるが。なかには今回計測

したYSの庫卵数といlじくらいの少ないものも
ありそのばらつきも大きい(Hodgl叩回d0"，四，h

1995) 阿国としてmobi1egene， jumpIng genc 

などといわれている可動性悶子 トランスポゾ

ンのコピー数と移動性が与えられている エレ

ガンスN2株のゲノム(およそ1佃Mb)に占める

トランスポゾンおよびその矧似配列の由]告は

12%であり(TheC. elegans sequencing consor. 

tium， 1998ト移動制 が捌べら れてい る

Tcl/mariner familyは7附矧ある (Plastcrkand 

van 1λlcnen. 1997). Tc1/mariner familyのう ち

のひとつであるTclはN2のゲノム中に31コピ

ー確認されている エレガンスの亜樋である

Bergerac株ではコピ一世がおよそ300あり 聖

典体の分離 (transposontagging法をもちいた

分離)に便利な時としてよく JlIいられている

Tclの構造は 両端に54bpのTIR(term川 .1

inverted repeat)をもち ひとつのORFをもっ

た1610bpの配列である エキソン部分は TIR

を認臆してTc1を切り/llす343アミノ酸からな

るtransposaseのみをコードしておりI 柿入部

位遺伝子プロモータ ーによって読み取られる

(白.jenand Plasterk. 2003). N2燃の生殖細胞で

はTclの活動は抑制されているため 1‘'c1によ

る蛮興の則待は低い YSの産卵数計測をおこ

なうときに 時卵散は正常ではあるものの瞬化

率が低い またはほとんど瞬化しないラインが

11¥てくる地合がある(三輔さっき 弘前) こ

1'1前性 i".t高級虫の分躍と暗躍および週伝学の試み 15 

れはトラ ンスポゾンの移動による変異がBit閃

で 11(，十字致死になったのではないかと 考え られ

る 守怯 TcJをプロープとしたゲノミソクサ

ザンをおこなうことで YSゲノム内における

コピー散の確認をおこなう必要がある

エレガンスと比べて。 20'CにおけるYSのザA

均厳IJ~教は少なく成長述度は遅いものの平均

JJ命に関しては艮い 雌卵を抑制するための

FUdRをYSに処理することで 処理しなかった

YSと比べて平均J.f命が晴制的に/111びているこ

とを確腿した(悶4) コントロールと比較する

と はからFUdR処則してm班Lた場合(以下
L2処理)の平均舟命は122%.Llから処理して

峨躍した地合(L1処町)は159%の仲びであっ

た ←般的に I個悼の7J命と産卵教にはト レ

ードオフの関係が成り立っと考えられている

つまり席卯駐在多くすれば止世代を多く践すこ

とができ る匠而 個体への('!打1が尚〈なってtI

命が短くなるが。出卵散を減らすことで('!姐が

減り 倒体の舟命が民くなるという しかし

LI処埋とL2処型と比較したばあい ともに産

卵のm'山がおこなわれるものの L1処理のほ
うがさらに131%もflllびていた FUdRはONA

Il!製m主~rOJであるため 幼虫IOJの成長にも影響

があらわれる L1処理のぱあいは 成長速度

がl!l!くなり倒体11¥1でかなりの差が生じた した

がって。L1処理とL2処脱のをEは!産卵JPIまで

の成長が遅くなったことが似悶であると考えら

れる このように 一生が知〈倒体をいちどに

たくさん処理することができることからも 線

虫は生物の老化研究のモデルとして最適立材料

といえる 長舟遺伝子や舟命制御カスケードな

どがエレガンスの強力な遺伝学によって発見さ

れ(johnson，1990; Ren el aJ.. 1996; Schackwitz 

et al.. 1凹6;Pierce et al.， 2001)，それら発見され

た野市にl瑚わる遺伝子のオルソログが!醇母。
ンョ ウジョ ウ，<ヱ マウス そしてヒトにも千干

布するこ とが証明されつつある (Longoand 

Finch， 2003; Tatar et al.， 2∞3) エレガンスの研
究が尭端と立ってヒトにいたるまで生物界に広

〈保存されている舟命関連遺伝子の存在抑制ら

かになり ヱレガンスは野市研究の強力なモデ

ル生物としてのj也l立を不動のものとしている

本書験で械っているYSと。エレガンスとの比

較をおこなうことで線!l~ nllにおけ る生態と舟
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命の聞係を明らかにし!地化学的な意味付けが

なされることが期待できる

3-3 突然変異体Dpy

戸般に突然蛮異説l~削としてEMSが /1 1t、ら

れ 1: 1ニ GCか ら ATへの 内宮~~を品売するが

低確率でそれ以外の!~.~変 ~ .~κ先聖~~也生じる

その他 DEB (d陀 poxybutanc)またはTMP

(Lri met hy 1 psoralen)とUVを川いて短い大先

(0，1から5kb)を生じさせることが可能なので

PCRを併問したKO(knockoul)制体の作製に川

l、られることもある 税(以能。 FO)世代を宜

1~剤で処理!し 第一 IF 1) 1 1 (代で変J~泊伝子を

ヘテロに也つ側f与を仰る 憎刊宜具体をのるに

はF11削tにあらわれる宜県庁長1'(をスクリ ニ
ングする 劣性変異{与を仰るには1'1ヘテロ個

体 (hetcrozygote)から!とl家畳刊により変異遺

伝 fをホモにもつF2個t*holllozygotcが4分の1

の仰l告で産みだされるので 1'2世代にあらわ

れる蛮拠形買をスクリーニングする(二三輪 l後l6a)

Brcnncrが1974'1のGeneticsに発点した，論文で

は EMSを用いてやく3聞の形態 行動異常の

変県体を分間置し そこからおよそ100の遺伝 f

一

を決定し そして6つの足lllN併へと分けている

(Brenncr. 1974) 形態見惜の笹民体のぱあl、

肝'1'，1本より もサイズが小さL唱ma(smal¥) 太
短いDpy(dumpy) 民いLon(Jong) 行動梨惜

のぽあいはUnc(uncoordinated)として多敢分

離し 制補テスト 2点および3・1吏維をおこ
なうことで連鎖群を決定し 遺伝地凶を作成す

るそしてこれらの変兜を迎伝マ カ として

とれてきた新規変1M!I"(-の染色体上のおおま
かな位世を知ることが IJJf~となる 占記方法と

して 岩制型の特徴をあらわす3'(をmt、 喜
劇刑を"、すぱあいは則文字だけk文字(Dpy)

変'A遺伝子を去す地合はすべて小文字イタリッ

ク (dty) その遺伝 「がコードする タンハク質

を吊すぱあいはすべてよ文字 (OPV)にする

EMS処聞をして11(1)の変'R占別相!をもっ個
1-'を仰たときに 占税制にはあらわれていない
が11的の遺伝子以外にも宜拠が起こっている可

能刊があるため 型門戸体の雌と何度か支配させ

11 的迎伝チ以外は野生1~ill伝 1 に控える盛買が

ある 今川は2lul繰り返しおこない形態目前

向笠民体Dpyを2時作烈し Dpy-cおよびOpy-k

とした 件費'g，体の雌雄同体と野生体の雄とを

図5 単隠した2前期のDI)Y聖典体のノマルスキ 間分 ! 渉1011微鈍I~ ， A， Dpy.k雌雌同体hl(:!.hの全体憎 s.D町噌
雌/j!同体h提出町~I~同銀 "午i本と比較してともにA)Yい C，I* 円前部を拡大し 川化器系である企週
を山 加をAで"、した 体のサイズが小さいものの此追及び仰の大きさは肝'tf本とhi)じなため lE輔され
た状態である D 凶BのI抑制iを拡大し 山化出品である食i且をJf 叫をAで巧した 占IA制胞だけでな
く消化出糸 Ilt唱と脱) 主組系£小さくなっておη おさまりが良い スケールパー A. 8111∞μm 
C， Dli50pm 



交配したところ。 FIは全て野生引であη FI 

を1DJiずつ新しいプレー トに修して精華した結

栄産まれたF2はDpy と 肝't1~tJ'l 1\脱した が

検定の結果 Dpy : '1世咋~= I : 3で分離してい

るという結論に立り これらの口pyは指性変製

体であることがわかった ノマルスキー微分 「

jJJl顕微鏡による持制制黙をiaこなったところ

IIIJじく 体長が短いDpy-kは Wi化器系と生殖呆

は野~I.:. f.ふと変わらないサイズであったつまり

小さな棉虫体内に各部官が圧輔された状態であ

った(図5A. C). -JJ. Dpy-eのぱあい 占皮

酬胞だけでなくm化;結果(立過と胸) 生拙呆も
サイ ズが短くなっ，<叫:(凶5B. D) モデル生

物であるヱレガンスでもDpyl;!j匹敵報告されて

おり Uニコラーゲンの宮拠によって発生する

(WomlBa田 http://www. wormbase.orgf) 線

出の組織と組織の11"11にある構造とLて細胞外マ

トリ yクス extracellu¥armalnces (ECMs)があ

りt 外部からの物即的刺激を防ぐ!制胞移動を

コン!ロールする 制l織の物fll!的強度をもたせ

るといった働吉をもっ ECMsに2つのタイ プ

があり ひとつはクチクラ (cutkle) もうひと

つは基底眼 (basementmembrance)である ク

チクラは線虫の体去や食辺智町内担を凶い 克

也段附においてその質も異なっている そのう

ちほとんどが雄前何物質であるが 中には可椛

闘のものもイUEL.それがコラーゲンである

(Kramer. 1997). llilじ体がA灼くなる占現引を

吊したが d内企はコ ラーゲンのように表皮細

胞にかかわる例らかのタ〆パクをコードする遺

伝「がおかしくなったことが似凶で またdpy-e

は体t体を制御しているなんらかの遺伝子が拠
7tをおこしたことが即閃であると 考えらす1る

この両者はytなる遺伝 f先附蛮民であると 与え

られるが。このことを確かめるには柄拘性テス

トをおこなう A島型がある

本"M験でBii離したYSは エレガンスとJtべ
て体のサイズが小さく 克也成長が超く 産

卵位も少なかった したがって エレガンスと

比べてそデル生物としての京rrは古るものの
膨大な知見 伯朝をもっエレガンスの近柑闘と

して眠発生パターン 遺伝-(-附造機能 さ

らにはゲノムレベルでの比較対!!(!とするこ と

で!進化 lニif(嬰な知見を仰られるIIJf量刊を持っ

ている 現在 lJ(々 は本線山のijif械融合。体軸

山市町 I:IlI線虫の分雌と暗量および遺伝学の試み 17 

決定 初期n"発~I パ タ ーンについての観察をお

こない!エレガンスとの比較をおこなっている

今怯 YSの同定 記械をおこな うことで分官i
学上の{立世を明らかにし エレガンスとの比較

対!聞としての噌備をおこなってゆく予7正であ

る
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Summary 

Culturing and genetics of a newly isolated free-living soil nematode 

T臼dahideEmura 1) • Keisuke Kashio 1) • Miki Ohno 1) • 

Satsuki Miwa 2) • Koichi Hasegawa 2.3>， and Johji Miwa 1 .2) 

1) College of sioscience叩 dBiotechnology， Chubu University 
2) [nsti凶怠forBiological Function. Chubu University 

3) Graduate School of AI，，'liculture， KyoωUniversity 

A novel free-living soil nemalode was isolated from the soil of theα叩buUniversity campus. 111is 

sp虻 iesyet to be identified grew succes弓fulJyon nematode growth medium (NGM) se吋edwith由e

bactetium Escherichia cofi as a food， and we suppose that il is a member of Rhabditida. After re-isolat-

ing it 4 times by田lectingthe animal with the largest brood size， we froze Ihe selected line in liquid N2 

η1is nematode line was lemporarily namcd YS-22211. which is abbreviated YS. We analyzed the repro-

ductive mode of YS and some body mo叩ho10&')'as哨 11as m剖 suredils brood size. growth rate， and 

life span、.Vealso iso1aled mutants in an attempl 10 establish the YS genetics. Although YS has the two 
sexes hermaphrodite and male. it usually reproduces by the self-ferti1ization of the egg by its own 

spenn. Hennaphrodites also mate with rarely寸emergingmales and reproduce cross-fertilized offspring 

with the equal ralio of males to hermaphrodites. Both body and brood size were smal1er than those for 

the model organism Caenorhabditis elega間， and life span was slighlly longer. We isolated Iwo morpho-

logical1y different dumpy mutants by EMS mutagenesis. 'Ille one seemed 10 maintain the gut. pha叩nx.

and gonad of the same sizes as those for the wild type in spite of ils smal1 body 割問 whcreasthe other 

was small nol only in由eoutside body 柑llcturebut also in the inside body structure such as the gut， 

pharynx. and gonad 




